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痛発生機序および侵害受容体と骨代謝の関連を検討した。                            
 













サイトカインの発現増強を認めた。また、骨組織内に TRPV1, ASIC, P2X2/3 受容体の発
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後肢のみで炎症性サイトカインの発現増強を認めた。また、骨組織内に TRPV1, ASIC, 
P2X2/3の発現を認め、これらの拮抗薬を投与することで一時的な疼痛の改善と骨代謝マー
カーの発現増強の改善を認めた。さらに、尾部懸垂中に TRPV1拮抗薬を投与することで、
疼痛発生と局所性骨粗鬆化の双方の予防効果が得られ、TRPV1,ASIC, P2Xは疼痛と骨代謝
の双方に作用すると考えられた。これまで局所性骨粗鬆化における骨組織内での TRPV1, 
ASIC, P2X2/3の発現の報告はなく、臨床において CRPSなど局所性の骨粗鬆化と疼痛を認
める疾患では、これらが関与し骨粗鬆化と疼痛を増強させている可能性が示唆された。以
上の研究、質疑応答の結果を踏まえ、審査委員全員から本論文は医学博士の論文に値する
と評価された。 
 
